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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３２ 団体 

  当センター登録団体数   １４９ 団体 

  当センター登録会員数   ６，６７３人 

  ７月来館者数           １，１１１人 

  ７月印刷機利用枚数  １３，４２６枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２２年９月号 

助成金情報 

 市民団体活動紹介シリーズ №１３「元気アップ体操」  

 平成20年に龍ケ崎市民を対象に、介護を必要としない健康な心身づくりの一役として元気アップ

体操の名称で発足しました。 

この体操は冨永典子先生(JWI/AFAAマスター教育トレーナー・PSTマスタートレーナー・健康運動

指導士認知症予防専門士）の理論と実践指導を受けたリーダーが（1回／2ヶ月の研修会）主に高

齢者を対象にボランティアでそのknow-howを教えてます。 

 ポイントは日々の生活のメリハリ、自宅の中でも出来る運動、意欲の低下を防ぐ等です。 

内容は有酸素運動・筋トレーニング・脳トレーニング・バランス運動・ストレッチ等マルチコンポーネントの運動を理論と

実践を交えての体操です。 

 市民活動センターでは月４回毎週金曜日午後１時半～３時半 運動やおしゃべりを和室で楽しく体操されています。

メンバーの中には手話のできる方もいらっしゃり、手話を交えて体操をするなど、頭と身体そしてお仲間との楽しいお

話(おしゃべり)を通して情報交換し、まさに心と身体をリフレッシュです。 

この活動は研修を受けたリーダーが市内コミュニティセンター、地区集会所などでも指導しています。 

皆さんも元気アップ体操で心と身体をリフレッシュしませんか！！ 

興味のある方は活動センターへお気軽に見学に来てください。 

   助成 団体名                   内容 ・締切・ＵＲＬ 

   セブンイレブン 

    記念財団 

環境市民活動助成。環境活動を行っている団体。 

地域美化助成 応募締切１０月５日  活動助成・NPO基盤助成 応募締切１０月３１日 

https://www.7midori.org/  

     スミセイ 

 コミュニティスポーツ 

 推進助成プログラム 

スポーツを楽しむ文化が地域に根づき、社会の新しい価値を創り出すような取り組みを応

援   

https://skzaidan.or.jp/ 応募締切９月２２日(必着) 

ストレッチで身体を柔軟に！ 



 龍ケ崎まちづくり講座「空き家を活用したシェアハウス事業」報告 2022．7．24（日）  

                                

若柴の星宮（ほしのみや）神社は、延長2年（924）肥後国八代郡（現熊本県八代市）

妙見宮から分霊勧請して祀ったものと伝えられています。妙見宮の妙見とは妙見菩薩

のことで、天の中心である北極星を神格化したものであります。江戸期までは妙見菩

薩を祀る妙見宮でありましたが、明治の神仏分離令により、八代神社と名を改め、妙見

菩薩と同一視されている天御中主神（あめのみなかぬしのみこと）を祭神とする神社に

再編されています。今でも妙見宮あるいは妙見様と称されることが多いようです。 

一方、若柴の星宮神社は公式には八代神社と同系統の天御中主大神（あめのみな

かのぬしおおかみ）を祭神としていますが、いつの時代からか虚空蔵菩薩を祀るように

なり現在に至っています。 

金龍寺参道入口に建つ西國巡禮碑には「常陸国当所鎮守星大明神の本地は虚空

蔵菩薩なり」と刻まれていて、平貞盛がこの社に祈誓したから強敵（平将門）を滅ぼす

に至ったという意味のことが付け加えられています。この石碑の文章を書いたのが江

戸中期の俳人乱竿坊魚筌（野口弥五右衛門）です。これがもし真実なら、当初から虚

空蔵菩薩を祀る星大明神であったと考えるのが自然ではないでしょうか。 

実際、若柴の人々の暮らしの中に虚空蔵菩薩の影響が溶け込んでいます。鰻は虚

空蔵菩薩の使者と考えられ、星宮神社を鎮守とする若柴の人々は鰻を食べないといわ

れています。この神社が、古くから虚空蔵菩薩を祀っていたことの証で、西國巡禮碑の

裏付けといえます。 

明治の神仏分離令で仏教系の虚空蔵菩薩を神社で公然と祀られなくなり、やむなく

天御中主大神を祭神とする神社に再編させられたということでしょうか。そう考えると延

長2年妙見宮から分霊勧請して祀ったといういい伝えが偽りとなります。あるいは妙見

菩薩と虚空蔵菩薩がどちらも天空を仰ぐ信仰で、どこかの時点で混同された可能性も

あります。いずれにしても謎解きの難しい神社なのです。 

 龍ケ崎ヒストリー第１１回「謎多き星宮神社 」 

 講師：木本 一颯
か ず さ

（NPOいろり代表） 

 木本講師が『寒そうにしている人がいたら、「こちらにおいでよ」と声をかけるのがNPOいろりの考え』と聞いて、な

んと素晴らしい考え方なのかと感銘を受けました。生活に疲れたり、会社が倒産して行き場を失うなど困っている

人が安心してゆっくり休める場所の必要性を痛感し、2017年、空き家を活かしたシェアハウス事業を始め、現在、

つくば市で4軒、龍ケ崎市で１軒計５軒運営しています。つらい状況から一時的に退避し、心の充電をして先が見え

て来てから社会復帰していくまでをサポートしていくのが事業の目的です。月３万円台の家賃（トイレットペパー、ゴ

ミ袋等込み）で住むことができ、病院への同行、行政への申請書類の作成サポート、生活面の相談、月１回のイベ

ントへの参加、仕事の紹介など幅広くケアしています。 

実際に、会社面接の訓練を行ってから無事、就職された方もいます。こうした活動していることを木本講師から

聴いて、講座に参加された方から「若い人が生活に困っている人を助けているのに感銘しました！」との声が何人

も上がりました。 

木本講師は、今後はシェアハウス事業の運営に関する虎の巻を作って、運営の相談に乗ったり、こうした趣旨の

シェアハウス事業を全国展開し、行き場がなくて困っている方々

の居場所を増やして行きたい。世の中の仕組みが変わる可能性

があると話しています。このように、空き家はやり方次第で、マイ

ナス資源からプラス資源に転換させることができるのです。 

今回、出席者13名の内、8名が女性であり、割合が高かったの

も特徴的です。空き家問題を近い将来の家庭内の身近なテーマ

として捉えているのだと感じました。 

市民活動センターでは、こうした世の中のニーズに応えていく

講座を今後も開催したいと考えていますので、よろしくお願いいた

します。 

 

龍
ケ
崎
短
歌
会 

    

 
 

 

八
十
四
円
の
切
手
を
貼
れ
ば
真
直
に
友
へ
と
む
か
う
私
の
こ
こ
ろ 

 
 

日
野
林 

佐
智
子 

 

戦
争
子
九
条
を
生
き
百
を
背
に
死
に
た
く
な
い
と
歩
き
つ
づ
け
る 

 
 

藤
澤 

宏
至 


